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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月9日(2014.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　故障保護付き電流源であって、
　負荷に動作電流及び動作電圧を供給するように構成された正電流出力端および負電流出
力端と、
　プロセッサから制御信号を受け取り、該制御信号に応答して前記電流源の出力電圧を調
整するように構成されたＤＣ－ＤＣコンバータと、
　前記正電流出力端又は前記負電流出力端を流れる電流を監視し、該電流を前記プロセッ
サが供給する電流レベル制御信号が指示する制御電流と比較するように構成された過電流
検出モジュールとを備え、
　前記プロセッサは、前記正電流出力端と前記負電流出力端との間の電圧を監視して、前
記負荷にかかる定常状態電圧を割り出し、且つ、前記制御信号を前記ＤＣ－ＤＣコンバー
タへ供給して、前記出力電圧を前記定常状態電圧を上回る所定の電圧レベルに設定するよ
うに構成され、さらに、前記プロセッサは前記電流レベル制御信号を前記過電流検出モジ
ュールへ供給するように構成された、ことを特徴とする電流源。
【請求項２】
　前記正電流出力端又は前記負電流出力端の一方を流れる電流を制御し、前記過電流検出
モジュールから受け取った制御信号に応答して前記電流を遮断するように構成された電流
遮断部をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の電流源。
【請求項３】
　前記過電流検出モジュールから受け取った前記制御信号に応答して前記電流を遮断する
ように構成され、前記正電流出力端又は前記負電流出力端の他方を流れる電流を制御する
第２の電流遮断部をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の電流源。
【請求項４】
　前記プロセッサは、前記正電流出力端と前記負電流出力端にわたる電圧の変化率を計測
し、前記電流遮断部へ第２の制限信号を供給して前記電流を遮断するように構成されたこ
とを特徴とする請求項２に記載の電流源。
【請求項５】
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータに直列であり、電流変化を所定の変化率に制限するように構
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成された通電率リミッタをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の電流源。
【請求項６】
　前記負電流出力端に直列であり、正電流を所定の正電流閾値未満に制限し、負電流を阻
止するように構成された電流制限回路をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の
電流源。
【請求項７】
　前記プロセッサは前記電流制限回路に所定の正電流閾値を供給するように構成され、さ
らに、前記プロセッサは起動操作期間中に前記所定の正電流閾値を第１のレベルから第２
のレベルへ増大させるように構成されたことを特徴とする請求項１に記載の電流源。
【請求項８】
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータに結合された電源故障検出モジュールであって、電源故障の
開始を検出し、前記ＤＣ－ＤＣコンバータに制御信号を供給して前記電流を遮断するよう
に構成された電源故障検出モジュールをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の
電源源。
【請求項９】
　前記プロセッサに結合した通信インターフェースをさらに備えることを特徴とする請求
項１に記載の電流源。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、故障を検出し、前記通信インターフェースを介して該故障を通報す
るように構成されていることを特徴とする請求項９に記載の電流源。
【請求項１１】
　前記通信インターフェースは、通信リンク損失を検出し、該通信リンク損失が検出され
た場合に、前記電流を遮断するために制御信号を前記プロセッサへ送信するように構成さ
れていることを特徴とする請求項９に記載の電流源。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記正電流出力端を流れる電流出力と前記負電流出力端を流れる流
入電流との間の差分を計測し、該差分が所定値を上回る場合に故障を検出するように構成
されていることを特徴とする請求項１に記載の電流源。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、起動操作を行うように構成されており、
　該起動操作が、
　前記負電流出力端を電流が流れないよう抑止すること、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータへ制御信号を送信し、前記出力電圧が前記動作電圧を所定量
だけ上回るまで所定の増加率にて前記出力電圧を増大させること、及び、
　前記負電流出力端に電流が流れるよう認容することを含むことを特徴とする請求項１に
記載の電流源。
【請求項１４】
　前記起動操作は、前記ＤＣ－ＤＣコンバータへ制御信号を送信するステップの期間中に
、前記正電流出力端を流れる電流を計測し、且つ、該正電流出力端を電流が流れている場
合に、故障を発信することをさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の電流源。
【請求項１５】
　前記起動操作は、
　前記電流源用の最大出力電流を０Ａから所定レベルまで所定レートで増大させることと
、
　前記負電流出力端を流れる電流が減少するまで前記出力電圧を減少させることと、をさ
らに含むことを特徴とする請求項１３に記載の電流源。
【請求項１６】
　電流源を操作する方法であって、
　正電流出力端及び負電流出力端を介して負荷へ動作電流及び動作電圧を供給するステッ
プと、
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　ＤＣ－ＤＣコンバータの出力電圧を該ＤＣ－ＤＣコンバータが受け取るプロセッサから
の制御信号に応答して調整するステップと、
　過電流検出モジュールが前記正電流出力端または負電流出力端を流れる電流を監視し、
該電流を前記プロセッサが供給する電流レベル制御信号が指示する制御電流と比較するス
テップと、
　前記プロセッサが前記正電流出力端と前記負電流出力端との間の電圧を監視して前記負
荷にかかる定常状態電圧を割り出し、前記ＤＣ－ＤＣコンバータへ制御信号を供給して前
記定常状態電圧を上回る所定の電圧レベルに前記出力電圧を設定するステップと、
　前記プロセッサが前記過電流検出モジュールへ前記電流レベル制御信号を供給するステ
ップと、を含むことを特徴とする操作方法。
【請求項１７】
　前記正電流出力端又は前記負電流出力端の一方を流れる電流を制御する電流遮断部をさ
らに備え、該電流遮断部が前記過電流検出モジュールから受け取る制御信号に応答して前
記電流を遮断することを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項１８】
　前記正電流出力端又は前記負電流出力端の他方を流れる電流を制御する第２の電流遮断
部をさらに備え、該第２の電流遮断部が前記過電流検出モジュールから受け取る前記制御
信号に応答して前記電流を遮断することを特徴とする請求項１７に記載の操作方法。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、前記正電流出力端と前記負電流出力端との間の電圧の変化率を計測
し、前記電流遮断部へ第２の制御信号を供給して電流を遮断することをさらに含むことを
特徴とする請求項１７に記載の操作方法。
【請求項２０】
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータに直列であり、前記電流の変化を所定の変化率に制限する通
電率リミッタをさらに備えることを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２１】
　前記負電流出力端に直列であり、正電流を所定の正電流閾値未満に制限し、負電流を阻
止する電流制限回路をさらに備えることを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２２】
　前記プロセッサが、前記電流制限回路へ前記所定の正電流閾値を供給し、該プロセッサ
が起動操作期間中に前記所定の正電流閾値を第１のレベルから第２のレベルへ増大させる
ことをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２３】
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータに結合され、電源故障の開始を検出するとともに該ＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータへ制御信号を供給して電流を遮断する電源故障検出モジュールをさらに備え
ることを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２４】
　前記プロセッサが故障を検出し、該プロセッサに結合された通信インターフェースを介
して該故障を通報することをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２５】
　前記通信インターフェースが通信リンク損失を検出し、該通信リンク損失が検出された
場合に、前記電流を遮断する制御信号を前記プロセッサへ送信することをさらに含むこと
を特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記正電流出力端を流れる電流出力と前記負電流出力端を流れる流
入電流との間の差分を計測し、該差分が所定値を上回る場合に故障を検出することをさら
に含むことを特徴とする請求項１６に記載の操作方法。
【請求項２７】
　前記プロセッサは起動操作を行うことをさらに含み、該起動操作が、
　前記負電流出力端を電流が流れないよう抑止することと、
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　前記ＤＣ－ＤＣコンバータへ制御信号を送信して、前記出力電圧が前記動作電圧を所定
量だけ上回るまで所定の増加率にて前記出力電圧を増大させることと、
　前記負電流出力端に電流が流れるよう認容することと、を含むことを特徴とする請求項
１６に記載の操作方法。
【請求項２８】
　前記起動操作はさらに、ＤＣ－ＤＣコンバータへの制御信号の送信ステップの期間中に
、前記正電流出力端を流れる電流を計測し、該正電流出力端を電流が流れている場合に故
障を発信することを含むことを特徴とする請求項１７に記載の操作方法。
【請求項２９】
　前記起動操作は、
　前記電流源用の最大出力電流を０Ａから所定レベルまで所定レートで増大させることと
、
　前記負電流出力端を流れる前記電流が減少するまで前記出力電圧を減少させることと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
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